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精神的世界と学の形成の諸問題（2）  
－〈厳密な思惟〉 をめぐって－  
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ことになる。精密さほ計量可能であり，数的に正確にあらわすことができるが，  
厳密さほ，もともと〈精神〉にかかわるものであって，計量不可能であり，数  




















































とした。しかし あくまで実存哲学の立場であって，人間の実存性の分析をこ  


























あり方を含めてく誠実〉ということが言われるのである。   
第一の誠実は次のように語られる。  
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となり，誤謬や迷妄や虚偽といったもののほかにはもはやなにひとつ神的と   
して証示されるものがないとなったら，一神そのものがみずからをわれわ   
九のきわめて永いあいだの虚偽として証示するとしたら，どういうことにな   











て，またニーチェ自身の言葉を引用することにしよう。   
「思索老の廻り遺－ある思索老たちにとっては，かれらの思索全体の歩み   
は，厳格で，イ別苫なく，大胆で，それどころか，ときにほ自分に対し残酷で  
●●●   
さえある。…‥・かれらは，その肢格な道をさらに歩んでゆく。それは，多く  
■●●   
の屈折をもち，人里離れたひそかな隠れ場所をもった。」（6）   
「われわれはキリスト教の手におえないほどに成長し，キリスト教を嫌悪す   
るまでになっている。それとて，われわれがキリスト教から成長してきたか   
らこそなのであり，われわれの先祖が，キリスト教徒－キリスト教のひた   
むきな誠実を身につけたところの－だったからこそなのである。……君た  
●●   
ち移住者の面々よ，諸君にしてもし海へと乗り出さねはならないとしたら，   
そのように諸君を強いるのもまた一 箇の信仰にほかならないのだ！」けI  
「無条件に誠実な無神話こそは，かれ〔ショーベンハウアー〕の問題設定の   
前提なのだが，そ加は，ヨーロッパの良心が鷺難辛苦の末にようやく手に入  




いよいよ厳しく解された誠実性の概念，科学的良心にまで，一途一徹の知的 ●●●  
清廉にまで翻転され昇華されたキリスト教的良心の聴罪師的な鋭さ，であっ  
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の意志である。……このような哲学者たちが存在しなけれはならないのでは   





















































793   
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らない。このように信ずるということは，キリストと同時性においてあること  
にほかならない。キリストとの同時性こそ，キリスト教的実存の誠実そのもの   
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鳴動している，㈹と述べている。   
では，実存そのものの誠実ということはどのようなものであろうか。すでに  
くりかえし述べたように，この誠実さの概念規定は明確でなく，むしろ，「か  
795   



























796   
精神的世界と学の形成の諸問題ヒ）  13  



















のように述べるのである。   
「形而上学とはなにか」という問いを提示されると，人々は，答えとして形  
而上学についてなにか述べられるのだろうという期待をいだくかもしれない。  
しかし，ここでは，そのような答えを期待できず，むしろ一種の形而上学的な  ●●●●●●  
問い（形而上学でなく）を究明することがおこなわれる。形而上学的な問いと  
はなにか。それは「形而上学とはなにか」と問うその間いの根本を問い直すこ  
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そのような問いを発する主体を形而上学という対象のうちへ移く入れるといっ   















解読してみることにしよう。   






●  ●  
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こととして，強調されるのである。   
すべて人間のL／ベルでの思惟は，比較（COmParatio）により，関係（proportio）  
を媒介として，測るものと測られるものといった相対的・相関的な仕方で働  
く。したがって，どこまでいっても，くより大とより小〉（maius et minus）  
がある。どこまでいってもというのは無終性（Endlosigkeit）である。かかる  






と名づけられてもよいであろう。   
ところで，このような境位をあらわならしめたクザーヌスは，次のように述  
べるのである。「厳密な真理（praecisa veritas）は把捉さjrtえない」悶「真理の  











800   




事態を的確に表明しておられる。印   




知はもはやSCientiaでなく Sapientia と呼ばれるのがふさわしい。さらに，  
クザーヌスは，このおなじ知のあり方を，一見奇異にもおもわれる表現である  
く憶測〉（coniectura）という語をもっても言い表わす。ちなみに，クザーヌス  















の精神（mens nostra）であるという。ここにも，ほじ捌こ指摘した二重性が  
80l   





は共にであり，jacio とは投げるである。では，精神は〈厳密な真理〉へ向か  
●●●  


















ができよう。   
「このような最高の（知の）あり方において精神は，みずから神の写しである  
かぎりの自己自身を用いるのであり，そして精神が生ける神の写しとして，あ  
802   
精神的世界と芋の形成の諸問題（2）  19  
らゆる努力をもってその範型へとみずからを同化しようと向かうとき，一切で  
ある神がこの精神へと輝き出る。」瑚クザーヌそにおける厳密な思惟，思惟の厳  





て不可欠の役割を果たすと考えられるが一については，今後の考究に侠ちた   
い。  
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